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は じ め に 

 

みなさんにとって「ご飯」「お米」とは何でしょうか？日本の歴史はお米の歴史と言っても過言では

ありません。日本人は 2000 年前からお米をたくさん作るために自然に手を加え、社会制度を整えなが

ら水田を開発してきました。長い間、お米は経済の基礎でした。お米は私たちの日々の生活や文化の根

底にあるものです。ところが、近年の日本人の米離れは凄まじい勢いとなり、それまでの食生活は一変

してしまいました。そして、その反作用として糖尿病や高血圧症など「飽食のなかの不健康」が社会問

題化しつつあります。この問題は単に「和食を見直しましょう」「もっとご飯を食べましょう」と叫ぶ

だけでは解決しません。 

これまで教室で行われていた授業は、先生が指導し生徒が学ぶといった基本的な形式を構造の上に成

立していました。しかし、最近では｢自ら学ぶ｣というコンセプトのもとに多くの学校で、「考える授業」

として問題解決学習が取り入れられ、それぞれの分野で新しい価値観に基づく授業が模索、展開されて

います。また、総合的学習が動き出している今、全ての教科が本来有している能動的な学習展開が注目

されてきました。こうした変化のなか、NPO 法人地域循環研究所では「食」「環境」「農業」「エネルギー」

などのキーワードをもとに、全ての教師が利用可能な普遍的な学習プログラムの開発に取り組んできま

した。当研究所では長年にわたって蓄積してきた学習法や科学的データを基盤として、「21 世紀の学習」

に必要な作業を重ねてきました。今回紹介する学習プログラムも社会科や家庭科の一つの在り方を提示

したものであり、同時に以下のコンセプトにより制作、実施を行ったものです。  

今日、さまざまな形態の食教育が行われていますが、この食教育プログラムは、まず自分自身の食へ

の関心、健康への関心を持続的に持ってもらうことを重点において制作されたものです。食の意識の低

下は、ビデオでも報告されているように日本人全体に蔓延しつつある深刻な社会問題であり、この心の

問題を解決しなければ、いかなる食教育も効果を発揮し得ません。私達はさらにこのプログラムを発展

させ、受講者が各自の具体的課題を自ら解決する能力を養うことを目的とした第 2弾、第 3弾のプログ

ラムの制作を予定しています。 

当研究所ではこうしたプログラム制作への参加者を募集しております。日常の授業をよりよいものに

するために努力されている先生、そして児童・生徒の心身の健康を預かる栄養士、養護教諭等の教育関

係者の参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

NPO 法人 地域循環研究所 

理事長 中村 修 

 

 

 

 



１． プログラムのねらいと対象 

 

 

ねらい（最終目標）：児童に、各自の実生活において、より健康な食生活を送れるようにするための知

恵と技術を身に付けてもらう。 

ねらい（中間目標）：児童に、食と健康に関する意識をしっかり持ってもらう。今回のプログラムは導

入としての位置づけもあるのでこの目標を達成する。 

 

対象：小学校高学年（5,6 年生） 

 

 

今日、子どもをとりまく食環境、とりわけ家庭における食生活の問題が顕在化しつつあり、健康問題

としても社会問題としてもクローズアップされるようになりました。同時にこの問題を解決する手段と

して、食教育という分野に大きな期待が集まっています。しかし、具体的な実行力を身に付けること、

すなわち日々の食生活に改革をもたらすことを目的とし、かつ、そのために十分に吟味のなされた食教

育プログラムはほとんど存在していません。 

そこで、当研究所ではその対象を小学校高学年（5,6 年生）に絞り込んだ食教育プログラムの制作を

行ないました。小学生を対象とした理由は、成人以上になると食事を含めその生活パターンや趣向を変

更する事は非常に困難であるのに対して、児童はなにより正しい物事を受け入れる柔軟性に優れ、この

時期に適切な食教育を受けることは、以後の食生活を健全に送るための絶好の機会となるからです。ま

た、同じ小学生でも高学年では、ものごとを体系的に捉えられるので自己学習能力も高く、その後の展

開に期待が持てます。 

我々の食教育プログラムが最終的にめざすものは、「児童が各自の実生活において、より健康な食生

活を送れるようにするための知恵と技術を身に付けてもらう」といった非常に大きなものです。もちろ

ん、現状を鑑みればそこまでの道程はとても遠く、一筋縄ではいかないでしょう。そのため、今回のプ

ログラムは、その第一段階として「食と健康に関する意識向上」を目的としています。 

次ページからは、児童の食と健康の意識向上を目的とした食教育プログラムを、実際の授業の中で利

用可能な指導案としてまとめたものです。ビデオプログラム「私が食べたものがわたし ～ごはん食拡

大に向けた食教育の実践～」と合わせてご覧下さい。



３．児童のグループ学習報告会 

 

児童が食教育関連の課題解決学習に取り組む場合、いくつかのパターンがあります。多くの場合は最

初に教師によって「食品添加物について考える」「地域の農業について考える」「畜産農家で体験をする」

という具合に、取り組むべきテーマがある程度限定されています。この場合、テーマが限定されている

ので、児童は比較的容易にその課題に取り組むことが可能です。しかし、設定されたテーマを調べるこ

とそれ自体に関心が移り、「なぜ、今この調べ学習をしているのか」という学習の出発点が不明瞭にな

りがちです。 

 その点、この食教育プログラムの実施では、印象に残る導入、児童が関心を持てるような問題提起、

そして強い動機付けをしているので（指導案＆ビデオを参照）、プログラム後半での児童の自己学習・

グループ学習においても中だるみや逸脱がほとんどありませんでした。 

 以下では、本プログラムを実施した 3校の成果発表会の様子、そのときに使用された資料を提示して

います。そのなかには、先に挙げた「食品添加物について考える」「地域の農業について考える」など

のテーマに取り組んでいるものもありますが、これは児童が自分自身の健康を守るために必要なテーマ

だと判断したものです。もちろん教師の適切な誘導も必要ですが、その学習姿勢や発表の仕方を見ても

とても生き生きとした様子が伝わってくると思います。



<福岡県大野城市立御笠の森小学校 6 年生の発表>           
 

      バランスの良い食事は献立から        
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春・夏・秋・冬に人間の体がもとめる

微量栄養素がたくさん入った季節ごと

の献立の紹介です。そして大人、子ども、

お年寄りによい良い年代別の献立もを

紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



        朝ごはん、大事です！          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「朝ごはんの大切さを調べたので、みんなにも報告します。朝ごはんを食べないと、い

ろんな良くないことがあります。夜更かしをしないで、気持ちよく目覚めて、おいしく

朝ごはんを食べるようにしましょう」 

 

 

 

 
 
 
 
 



「添加物について調べました。コンビニ弁当の表示ラベルを見ると、たく

さんの合成添加物が入っていました。食べ物をおいしそうに見せる発色剤

や、長持ちさせるための防腐剤、様々な添加物が入っています。こうした

添加物をたくさん摂ると体に良くないので、きちんと表示を見て買い物を

しましょう。」 

     表示ラベルにたくさんの添加物 これでいいの？     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「昔からの醤油は大豆、麦、食塩だけで作られて

いますが、今、スーパーで売られている醤油のほ

とんどは、たくさんの添加物が入っています。」 
 
「この 2種類の醤油から、水分を除いたものがこ
れです（写真）。残った重さの違いは添加物のある

なしによるものです。」 
 
「さらに、大豆、麦、食塩だけで作られて作られ

た醤油でも、それが安い外国産のものであれば、

農薬や遺伝子組み換えの危険があります。」 
 
「醤油は日本人が日本食をおいしく食べるために

絶対に必要なものです。その醤油のことをもっと

見直すべきだと思います。」 

      日本人にかかせない醤油の大半はニセモノ？！      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    なぜ良くないの？ おかし、ジュース、カップ麺・・    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お菓子やジュース、それにインスタントラーメンはあまり体に良くない」とよく言わ

れますが、どんなものが体に悪いのかをきちんと調べてみました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これから大人になっていく私たちは、できるだけ添加物を摂らない方が良いことがわかりま

した。それから、砂糖の摂りすぎも糖尿病などの危険があります。私たちがよく食べるおや

つにはたくさんの砂糖が入っています、ですから食べすぎには注意が必要です。 

 

 

 

  

クラスのみんなが、どんなおやつの食べ方（摂り方）

をしているかアンケートをしました。 

おやつチェックシートに回答中です→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添加物の入っていない、手作りおや

つ「とうふ白玉」をつくってみまし

た。とてもおいしかったです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     ホントにさわやか？！ ジュースの砂糖と添加物     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テレビで流れるジュースのコマーシャルでは、それを飲んでいる俳優さんはとってもおいしそう

に、そして健康そうに、そしてさわやかにキメています。でも、その実態はどうなのでしょうか？」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ジュースの水分を蒸発させると、残ったのはたっぷりの砂糖、そして化学的に作られた添加

物です。こんなジュースは飲みたくないですよね。」 
 

 

 

「では、果汁がたくさん入っているジュースなら大丈夫なのでしょうか？実はジュースの材料

となる果物のほとんどは外国産です。そして、日本では認められていないような農薬を使用し

た果物が材料になる場合もあるそうです。」 

 

「ジュースを買うときはラベルをよく見て買いましょう。でも、それよりもお茶を飲むのがも

っといいみたいです。お茶には虫歯を防ぐ成分も含まれていますから。」 

 

 

 

 

 

 

 



          やっぱり国産が安全＆安心              
            育ち盛りに大切なカルシウム                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



        いろいろ考えると、やっぱりご飯がいい          
 

 「昔とくらべて日本人はたくさんのパンを食べるようになりました。そのきっかけは、戦後の食糧

難の時代に学校給食にパンが出たからだそうです。さて、その学校給食のパンはすぐにカビてしま

います。これは学校給食パンには市販のものとは違って防腐剤が使われていないからです。」 
 

 

 

 

 

「た

麦に

クロ

すぐにカビる学校給食パン 
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こっちは市販のパン。どちら

も水を加えて 4日後のもの。
しかに学校給食パン防腐剤は入っていない。でも、パンの材料である小麦は外国産。外国産の小

はいろんな農薬が使われていて、体に有害なものもあります。アメリカ産の小麦から検出される

ルピリホスメチルとマラチオンの中毒症状は、頭痛、だるさ、視力低下、腹痛、けいれんなど・・」 

それともうひとつ、パンを食べるときによく使うマーガリン。日本のマーガリンにはトランス型

脂肪酸が含まれていて、アトピーの原因のひとつも考えられています。そのためヨーロッパやア

リカでは使用を禁止しているところもあるくらいです。」 

上のことを考えると、パンより米を食べる方が良いように思えます。みなさんはどう思いますか？」 



               旬の野菜が体に良い理由                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その時期、その場所に適合した野菜だから体にも良いのです。春・夏・秋・冬それぞ

れの旬の野菜をたくさん食べましょう！」 

 

 

 

 

 

 

 



   福岡県椎田町の 5年生はみんなの食について調べて発表しました     

 

 

肉 　　

魚

魚と肉とどっちが好きか？

魚
４０％

肉
６０％

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんな肉が大好き。でも好き嫌いは良くないよね。」 

 

 

野菜を食べているか？

野菜を食べ
ていない
３１％

野菜を食べ
ている
６９％

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野菜をきちんと食べるといろんな栄養素が摂れます。 

もっと野菜を食べましょうね。」 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

米

野菜

魚・貝類

肉類
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日本の食料自給率
 

 

 

 

 

 

 

 

「日本は食料が少ないんですね。もっと地元のものを 

食べるようにしたらいいのに。」 



  
   お米を一日にどれくらい食べているか

３回

２回

１回

その他

3回

２回

１回

その他

 

 

 

 

 

 

 

「僕達はバケツ稲のほかにも、ふつうの田んぼでも米作り 

をしています。だから米作りの苦労も良く知っています。 

そして、もちろんご飯が大好きです。」 

 
 

 

朝ご飯をちゃんと食べているか

食べている

食べていない

ときどき食べない

食べている
　８０％

ときどき

食べない

　２０％

 

 

 

 

 

 

 

 

「朝ごはんをきちんと食べないと頭も動きませんよ。 

少し早起きして、きちんと朝ごはんを食べるように 

しましょう。」 
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「私達の食生活は昔に較べて大きく変化しました。 

ごはん食が減って、生活習慣病などが増えました。 

ごはん中心の食生活で、健康な生活を目指しましょう」 



４．食教育実施による児童の意識の変化 

 

Q.食材を買うときに産地の表示は気になりますか？ 

授　　業　　前

どちらで
もない
5%

はい
32%

いいえ
63%

 
授　　業　　後

どちらで
もない
９%

はい
61%

いいえ
30%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この設問では、食べ物（とくに農産物）の生産には土地や気候など地域性によって、その出来栄えや

特性が左右されるという理解があってはじめて「はい」を選択することができます。授業の後で「はい」

を選択した 61%の児童は、授業によってそうした食べ物一般に関する理解と関心が深まったと考えられ
ます。また、ここで「はい」を選択した児童の多くは、地場産物の購入を指向していることが児童の発

表を見ることでわかります。 
 
 
Q.食材を買うときに添加物の表示は気になりますか？ 

授　　業　　前

どちらで
もない
2%

はい
14%

いいえ
84%

 
授　　業　　後

どちらで
もない
12%

はい
56%

いいえ
32%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この設問で「はい」を選択するためには、単にうまい・まずいという関心だけではなく、自分の健康

や生命を大切に考えることが必要です。授業の後で「はい」を選択した 56%の児童は、授業によって食
のみならず、自己の健康への関心も強くなったと考えられます。食への無関心が大きな問題となってい

る現代社会において、この効果は特筆すべきものかと思われます。 



５．教師の感想（福岡県椎田町立八津田小学校） 

 

川口 猛 教諭 

クラスでも朝食を取らない子ども、あるいは、食べたとしてもお菓子や飲み物だけの子どもなどが少

なからずいます。また、きちんとした食事であっても「孤食」の子どももいます。 

今回の食教育を受けた子どもは家に帰ってからも、おうちの人に「食品の表示の見方」や「旬の意味」

「和食が優れていること」など食に関していろいろな情報提供をしているようです。また、同時に自分

でわからないことをおうちの方に質問するようになり、おうちの方もそれに応えるよう努力していると

いう話も聞きます。なかには今回の授業をきっかに「できるだけ地場産の旬のメニューにする」という

家庭もありました。大部分で、この授業をきっかけに子どもとおうちの方が食について様々なことを話

し合うようになったという好影響があったように思います。この食教育プログラムで特筆すべき点は、

このように教室から家庭にその効果が広がった、あるいは広がる可能性が大きい、ということがあると

思います。 

 ただ、「ご飯食拡大の助成事業」という性格上仕方のないことかと思いますが、授業終盤でご飯に限

定した情報提供・誘導へとテーマが移行した際、若干の不自然さを子どもたちに与えたように思います。

今回は、子どもたちが大人になったときに健康な食生活を送ることができるように、という非常に大き

な目標を掲げてスタートしましたので、そのための導入としてやらなければならいことがとても多かっ

たために、幸いそうした不自然さは目立ちませんでしたが。 

 また、「子どもたちが大人になったときに、きちんとした食生活を自力で送ることができる」という

最終目標のためには、継続的にこうした授業を実施する必要があるかと思います。今回は、年度途中か

らこの食教育プログラムを組み込んだために多少無理をしましたが、年度当初から組み込めるのであれ

ば、他の科目との横断的な連携も可能になるので、より大きな効果が期待できます。 

 

 

田渕 孝正 校長 

今回は学校の外部から、それを専門にしている NPO や大学の方々に来てもらうことができて、非常に

おもしろい授業ができたと思っています。子どもたちにとって印象深い授業になったことは言うまでも

ありませんが、我々教師にとっても、また、児童のおうちの方にとってもさまざまな面で考えさせられ

る授業だったと思います。普通、食事に関しては主観的に「良い食事をしているはず」と思っているも

のですが、その食事を写真に撮ってみることではじめて客観的に観察できる、ということがわかりまし

た。今回、自宅での食事撮影調査に協力してくれた方々は、多かれ少なかれ自分の頭の中にある「私の

食事」と現像された写真との間にギャップがあったと思います。今回の食教育プログラムではこうした

仕掛けというか、以後の取り組み・自己学習の動機付けとるようなプログラムが随所に盛り込まれ、常

に脳みそに刺激を受けながら授業が進行していくという感じでした。 

学校のことは全て学校内で対応すべきという意見も一部にはあるようですが、各々の先生はあらゆる



ことに精通している訳ではないので、私は積極的に外部の専門家を学校に招き入れたいと考えています。

そして、子どもたちにとって、あるいは、小学校の授業という範囲であれば専門家に成り得る人材は地

域内にもたくさんおられると思います。今回の授業の発展型として、来年度（平成 16 年度）、子どもた

ちに自分で自分の食事を用意する能力、すなわち調理技術を身につけてもらうような授業も考えていま

すので、そこで専門家として活躍できる PTA の方々、地域の方々を募集したいと考えています。この地

区は学校の活動に関して、皆さんとても協力的ですのでうまくいくと思います。ただ・・とてもシャイ

な方が多いので、どうやって授業に引っ張り込むかという課題がありますが。 

今回、せっかく子どもたちに良い影響を与えることができたので、単なる調理実習としてではなく、

「自分の健康は自分で守ることが必要なんだ」という確かな認識のもとで、献立づくりからスタートし

て、食材の吟味・購入、その上で基本的な調理能力を身につけられる、そんな授業を想像しています。

これは子どもたちにとっても楽しい授業になると思いますから、そこに是非、地域の方々にも参加して

頂きたいと、そう考えております。 

 

 



６．保護者の感想 

保護者アンケートを実施しましたので、その一部を紹介いたします。 

 

Q．今回の食教育の実施をどのように思われますか？ 

・ 日ごろ何気なく生活している中で見過ごしている事を、今回は改めて考えさせられました。子ども

にとっても有意義な学習だと思います。 

・ ただ話を聞くだけの授業ではなく、自分達で調べることでより理解が深まり良いと思います。 

・ こういう知識を持つことは大切なことだと思います。 

・ 発表会を見ましたが、小学生でここまで調べるとは・・あっぱれです。 

・ 親子で食生活について考える良いきっかけになりました。 

・ グループ学習が通り一ぺんのものではなく、どれも深く掘り下げて調べ、考えているのがよくわか

り感心しました。 

・ 食べ物について、自分の健康に関連付けて教えるのが良いと思った。 

・ 現代の食はとても乱れているので、このような授業はとてもよいことだと思います。 

・ 子ども、親ともに食の見直しができました。 

・ 口に入れるもの、体調などを考えさせることは、子どもに自覚をもたせる上でも良いと思う。 

・ このような授業は、子どもたちにとても良い貴重な体験になったのではないでしょうか。 

・ 子どもたちひとりひとりに意味のある授業になったと思います。 

 

Q．食教育実施によって具体的な食の変化、あるいは意識の変化などありましたか？ 

・ 今までは、せいぜい賞味期限くらいしか見ていなかったが、今回の授業をきっかけに添加物や産地

にも配慮したいと思います。 

・ もう少し早起きして、きちんと朝食を摂れるように親も子も努力したい。 

・ 親の目の届かないところで買い食いするときでも、今回の授業の教訓を生かしてもらいたい。 

・ この授業が始まってから、子どもと食の安全性の話をするようになりました。 

・ 少しはおやつをひかえて食事をするように気をつけているようです（長続きすればよいのですが）。 

・ 子どもが言うように地場産のものを使う、旬のものを使うというのは大事なことです。これを実現

するためには親の努力も必要ですね。 

・ コンビニ食やチンしてすぐに食べられるものは、少しずつでも減らしたいと思います。 

・ 「腹八分目」ではないですが、「今日はこれくらいで止めておこう」と子どもが自分でセーブできる

ようになればいいのですが。 

・ 食に関して子どもからアドバイスされることが嬉しいです。 

・ 「６つの食品群」「1日 30 品目」、わかっていてもなかなか実行できなかったのですが、これを機に

がんばりたいです。そして食事の時間を一家団欒の時間にしたいと思います。 

・ 食事中はテレビばかり見ていましたが、きちんと自分の食事に向かい合って食べるようになりまし

ました（毎回ではないですが・・）。 



お わ り に 

この食教育プログラムは冒頭でも述べたように、完成されたプログラムではなく、いまだ発展途上の

ものです。そのため、毎日児童と接している教員の方々から見れば、授業として不適切な部分や補完す

べき内容もいくつか見受けられることと想像します。しかし、そうしたマイナスを差し引いても、食教

育の「最初の一歩」としての効果と手ごたえを十分得られたと確信しています。今回のプログラムに対

する批評、意見を広く求め、今後とも子どもたちのためになる仕事を積み重ねてまいりたいと思います。 
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